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業績予想値と決算値との差異に関するお知らせ 
 
平成22年7月28日に公表した、平成23年3月期 第2四半期連結累計期間（平成22年4月1日～平成22年9月
30日）の業績予想値と、本日公表の平成23年3月期 第2四半期決算の実績値に差異が生じましたので、
下記のとおりお知らせいたします。 
 

記 
 
1. 平成 23 年 3 月期 第 2 四半期連結累計期間業績予想値と実績値との差異 

（平成 22 年 4 月 1 日～平成 22 年 9 月 30 日） 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
１株当たり 
四半期純利益

前回発表予想（A） 
(平成 22 年 7 月 28 日発表) 

51,500 △950 △1,150 △950 △39 円 60 銭

今回実績（B） 47,037 △557 △960 △717 △29 円 90 銭

増減額（B－A） △4,463 393 190 233 ―

増減率 △8.7% ― ― ― ―

（ご参考）前年同期実績 

（平成 22 年 3 月期第 2 四半期累計期間）  
41,593 291 38 △215 △8 円 97 銭

 
2. 差異の理由 
   

当第 2 四半期連結累計期間は、国内外の金融機関を中心とした設備投資の抑制や、金融・流通市場に
おける価格下落など、厳しい事業状況で推移いたしました。 
このような環境の中、開発・製造のコストダウンおよび全社において徹底した経費削減を実施した結

果、前回公表値より売上は減少したものの、損失は減少となりました。 
なお、通期の連結業績予想につきましては本日公表の決算短信をご覧ください。 
 

   以 上 
 

※本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合
理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可
能性があります。 


